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【書評】
中村　薫　著『世界史教育の視点と方法』
（創元社, 2005年刊) 1,500円
本書の著書
，中村薫氏は，長年大阪の府立高校
の教壇に立たれ, 2003年度より芦屋女子短期大
学に奉職されている
。本書は，中村氏がこの数年
(1991～2005年），執筆された論考をまとめられ
たものである
。中村氏には，すでに『近代世界の
歴史像』（創元社, 1990)とい著書かおり
，本書
はその続編といってもいいような内容になってい
る
。中村氏が関与されてる同人誌に掲載されて
いるものも数編含まれ
，世界史教育関係の文献を
蒐集する時
，同人誌まで網の目をめぐらせること
は極めて困難であることを思えば
，この度，１冊
の本として拝読できることは何より喜ばしいこと
である。
さて
，本書は三部で構成されており，目次は，
以下のとおりである
。
第１部　世界史像の構築
世界史の全体的把握をめざして一同時代と地域を視点とた世界史一
匚世界史Ａ」をどのように教えたか
世界史の中の日本史一紀元前1500年まで一世界史からみた日本史
－16 ・ 17世紀の日欧関係をどうとられるか－
16 ・ 17世紀の日欧関係について
第２部　地域史学習の視点
東南アジア史をどのように教えるか南アジアとインド文化
社会科教育におけるアフリカ学習の現状－アフリカ理解のための提言一
世界史Ａでのアフリカの扱いについて
一世界史Ａの構成についての提言一第３部　歴史教科書の分析
1989年版学習指導要領での中学校社会科における世界史的内容について
1998年版学習指導要領での中学校社会科にお
-
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ける世界史的内容について
日本史Ｂ教科書における教育史の扱いについて
あとがき
第１部は厂世界史像の構築
」に関する５繼の論
考が収められている
。著者は厂世界史の全体的把
握
」を常に念頭に置かれており，時代の全体像を，
紀元前3000年から現在にいたるまでの時代を10
に区切って
，そのエッセンスが要約されている。
いはば
，その要約が，著者の世界史像を示したも
のとなっている
。また，前著でも追究されていた
が
，著者は16世紀の世界史を日本史も含めて如
何に見るかに関心が集約されている
。著者の16
世紀をとらえる視点は
，授業を構成するうえで，
示唆に富むものである。
第２部は匚地域史学習の視点
」に関する４繼の
実践報告が収められている
。内容的には東南アジ
ア
・南アジア・アフリカに関するものであるが，
主に厂世界史Ａ
」において何を教えたかに重点が
おかれている
。実際の授業では，上記３地域に配
分される時間は極めて短い中において
，バランス
よく扱うべきことを主張されている
。特に，今の
高校生に欠落しがちな
，アフリカ認識の重要性が
強調されている。
第３部は
匚歴史教科書の分析」に関する３編の
論考が収められている
。内２編は1989年, 1998
年版学習指導要領の中学校社会科における世界史
的内容を分析した論考であり
，他のＩ繼は高校日
本史Ｂの教科書における教育史の記述という観
点から考察されたものである
。
最後に
，著者は匚Ａ科目を統合して現代史とい
う必修科目をつくり
，日本を含めた世界の諸地域
の現状を歴史的経過とともに記述する」という試
案を持たれているが
，今後，その大項目あるいは
中項目を提示していただくことを望みたい。
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